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トタルとトタルとトタルとトタルと商船三井商船三井商船三井商船三井が先駆者的なが先駆者的なが先駆者的なが先駆者的な LNGLNGLNGLNG 燃料供給燃料供給燃料供給燃料供給船の船の船の船の    

長期傭船契約長期傭船契約長期傭船契約長期傭船契約をををを締結締結締結締結     2018201820182018 年年年年 2222 月月月月 6666 日日日日東京発東京発東京発東京発////パリパリパリパリ発発発発――Total Marine Fuels Global Solutions（社長：オリビエ・ジュニー、本社：シンガポール、以下「TMFGS」）と株式会社商船三井（社長：池田潤一郎、本社：東京都港区、以下「商船三井」）は、18,600m3型 LNG 燃料供給船の長期傭船契約を締結しました。本船は世界最大の LNG 燃料供給船であり、2020 年に TMFGS に引渡され、北欧州で燃料供給に従事する予定です。 TMFGS は 2017 年 12 月に仏 CMA CGM 社と同社の 22,000TEU 型 LNG 燃料メガコンテナ船向けに年間 30 万トンの LNG 燃料を 10 年間に亘り供給する契約を締結しました。TMFGS は本船をこの CMA CGM 社との契約に使用する他、今後需要の増大が見込まれる欧州・アジア航路のコンテナ船向け等にも LNG 燃料供給を行いたい考えです。 この LNG 燃料供給船は、中国の滬東中華造船(Hudong-Zhonghua Shipbuilding)で建造されます。全長は約 135 メートルで、LNG タンクはフランス GTT 社の Mark III メンブレンタンク方式を採用します。安全に燃料供給を行うための高度な操船設備を装備し、また最高レベルの環境基準を満たすよう、LNG を燃料としても利用、また発生するボイルオフガスを再液化できる設計となっています。本船の船舶管理は商船三井のグループ会社 MOL (Europe, Africa) Ltd.が担う予定です。 両社はこれまで舶用油の取引において良好な関係を築いてきました。また、2020 年の船舶燃料の硫黄分規制の一般海域への拡大を前にして、LNG 燃料の普及・利用に関する覚書を締結しています。今回の LNG 燃料供給船の契約締結を通じて、より強固なパートナーシップを構築していきます。 TMFGS 社長のオリビエ・ジュニーは今回の決定に関し、「当社にとって初となる LNG 燃料供給船において商船三井とパートナーシップを組むことを、大変喜ばしく思っています。商船三井の LNG輸送における業績にはトタルと共に大きな結果を残してきたものも含まれています。当社の船舶燃料事業における長年の活動と LNG業界でのグローバルな立ち位置と合わせて、この先駆者的な合意は、船舶用燃料としての LNG ビジネス発展に対して特別な貢献を果たすとともに、この新燃料に向けたトタルの強いコミットメントを表す良い例となります」と述べています。 



 商船三井 取締役専務執行役員・エネルギー輸送事業本部長の橋本剛は、「TMFSG 社の LNG燃料供給船の第一船でパートナーに選定されたことは大変光栄です。これは商船三井のエネルギー輸送事業にとって非常に意義深いプロジェクトであり、当社の技術・経験を活用してTMFGS の LNG 燃料事業の拡大に寄与したいと考えています。またこの事業参画は LNG 燃料のみならず既存の舶用油でも両社の関係を強めるものと確信しています」と述べています。  

 商船三井橋本エネルギー輸送事業本部長（左）と TMFGS ジュニー社長 (右)            



 Total Marine Fuels Global Total Marine Fuels Global Total Marine Fuels Global Total Marine Fuels Global SolutionsSolutionsSolutionsSolutions についてについてについてについて    Total Marine Fuels Global Solutions は、全世界で船舶向けの燃料供給を行うトタルの事業部門であり、革新的、効率的なバンカリング・サービスのあらゆるソリューションに対応します。 www.marinefuels.total.com.  トタルについてトタルについてトタルについてトタルについて    トタルは、世界的総合エネルギー生産および供給企業です。世界有数の国際的な石油・ガス会社であり、低炭素エネルギーにおける主要事業者でもあります。98,000人の従業員が、できるだけ多くの人々が利用可能な、より安全、よりクリーン、より効率的、より革新的な、より良いエネルギーに全力で取り組んでいます。トタルは責任ある企業市民として、世界130か国以上で営む事業が、一貫して経済的、社会的、環境的な恩恵をもたらすよう注力しています。  商船三井について商船三井について商船三井について商船三井について    商船三井は、鉄鉱石、石炭、木材チップなどを運ぶ各種ばら積み船、原油タンカー、LNG船・オフショア海洋事業、メタノールタンカー、ケミカルタンカー、プロダクトタンカー、自動車船、フェリー、RORO 船、さまざまな製品を運ぶコンテナ船など、多彩な分野で時代の要請に応える総合輸送グループです。 世界最大級の船隊と、130 年余の歴史で培った経験と技術を基に、強くしなやかな企業グループへと常に進化しながら、地球全体を舞台として、世界経済の発展に貢献します。（註） （註）商船三井は 2017 年 4月 1日付の組織改編において、LNG 等の代替燃料船への取組みの加速、LNG 等燃料供給事業への参入を一元的に取り扱う燃料室を新設しました。詳細は 2017 年 2 月 24 日付プレスリリース「組織改編の件」をご参照ください。  問い合わせ先 
• トタル Media Relations: +33 1 47 44 46 99 l presse@total.com l @TotalPress Investor Relations: +44 (0)207 719 7962 l ir@total.com  
•  株式会社商船三井 広報室 TEL：03-3587-7015 FAX：03-3587-7705 



  注意書き注意書き注意書き注意書き    本発表資料の内容は法的影響をもたらすものではなく、情報共有のみを目的としたものです。TOTAL S.A.が直接的または間接的に投資する事業体は別個の事業体であり、それらの事業体による行為もしくは不作為に対して TOTAL S.A.は責任を負うことはありません。本文書において、「Total」および「Total Group」の名称は便宜上使用されるもので、TOTAL S.A.または子会社のいずれか一方に対する一般参照とされるものです。同様に、「私たち」、「私たちは」、「私たちの」という言葉もまた、概して子会社または子会社に勤務する者を指して用いられます。  本文書にある内容には、特定の経済的、競争および規制環境における数多くの経済データおよび想定に基づく将来に対する見通しが含まれている場合がありますが、さまざまなリスク要素により、これら見通しと大きく異なる結果となり得ることをご了承ください。TOTAL S.A.もしくはいずれかの子会社は、新たな情報、将来の事象、その他の結果にかかわらず、本文書に含まれている将来予測に関する情報または告知、目的または動向に関する記述の更新を公表する義務を負うものではありません。 


